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研究成果の概要（和文）：絶滅危惧種ノグチゲラは、スダジイの優占する沖縄島北部、やんばる

地域の森林に固有のキツツキである。近年、ノグチゲラがリュウキュウマツ枯死木に営巣し、

繁殖に失敗する事例が観察されるようになった。リュウキュウマツ枯死木は、主に人工植栽と

マツ材線虫病の侵入によって人為的に創出されたものである。リュウキュウマツ枯死木に営巣

したノグチゲラの巣立ち成功率は、やんばる地域の照葉樹林の優占樹種であるスダジイの場合

よりも低いにもかかわらず、ノグチゲラは営巣木としてリュウキュウマツ枯死木に対する選好

性を示した。これらの結果は、マツ材線虫病によって発生したマツ枯死木はノグチゲラに対し

てエコロジカルトラップとして作用するという仮説を支持する。 
 
研究成果の概要（英文）： Okinawa woodpecker (OW), ranked as a critically endangered species, 
is endemic to the northern part of Okinawa Ｉsland called Yambaru Ｆorest.  OWs have been 

mainly nesting on Castanopsis sieboldii, dominating tree species in ever green Yambaru 
Forest.  Recently I found some OWs were nesting on dead pine trees (Pinus luchuensis), 
which were infected with pine wilt disease in artificially created pine forests by 

plantation.  Fledging success of OWs nesting on dead pine trees were significantly lower 

than those nesting on C. sieboldii, although the dead pine trees were strongly selected 
by OWs for their nesting.  These results are consistent with the hypothesis that the pine 

wilt disease infected dead pine trees can act as an “ecological trap” by attracting 

OW to unfavorable poor-quality nesting habitat. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）リュウキュウマツ枯死木を利用したノ
グチゲラの繁殖失敗 
 ノグチゲラは、世界で最も絶滅が危惧され
ているキツツキ類の一つで、IUCN（国際自然
保護連合）や環境省のレッドリストでは絶滅
危惧 IA 類に指定されている。本種は、沖縄
島北部のやんばる地域にのみ生息し、その個
体数は 500 羽程度と推定されている。近年、
やんばる地域において、国外からの侵入病害
であるマツ材線虫病（いわゆるマツ枯れ）に
よるリュウキュウマツの大量枯死が発生し
ている。ノグチゲラは、やんばる地域の亜熱
帯照葉樹林の優占種であるスダジイの大径
木を営巣木として主に利用するが、近年、リ
ュウキュウマツ枯死木への営巣が記録され
るようになった。しかし、リュウキュウマツ
枯死木に営巣したノグチゲラは、営巣中の巣
木の倒壊や、雨水の浸入、捕食などによる繁
殖失敗が頻繁に観察されている。 
 
（２）マツ材線虫病によるリュウキュウマツ
枯死木の大量発生 
スダジイが優占するやんばる地域の亜熱帯
照葉樹林において、リュウキュウマツ枯死木
の大量発生は、人工植栽と侵入病害であるマ
ツ材線虫病の侵入という二段階の人為を経
た結果である。やんばる地域では、リュウキ
ュウマツは主に1950年代から1970年代に人
工植栽され、1973年に初めてマツ枯れが発生
した。現在も、やんばる地域では継続的に松
枯れが発生している。マツ材線虫病によるリ
ュウキュウマツ枯死木の大量発生の歴史は
浅く、やんばる地域で独自に進化した生物や
生態系にとって、リュウキュウマツ枯死木の
大量発生はこれまでの進化史上経験したこ
とのない状況である。 
 
（３）絶滅危惧種ノグチゲラへの「エコロジ
カルトラップ」の可能性 
エコロジカルトラップとは、人為的に創出

された環境で野生生物個体に好んで利用さ
れるにもかかわらず、その個体の繁殖成功率
や生存率を著しく低下させる状況と定義さ
れる。リュウキュウマツ枯死木は、繁殖成功
率が低いにもかかわらず頻繁に営巣に利用
されている。近年頻繁に記録されるようにな
ったリュウキュウマツ枯死木への営巣は、ノ
グチゲラにとって、その新しい環境に十分適
応できず、誤った選好性を示した結果、すな
わちエコロジカルトラップである可能性が
ある。 

 
（４）エコロジカルトラップ：何が問題か？ 
推定個体数が1000羽を大きく下回る絶滅

危惧種ノグチゲラの個体群存続にとって、少
数のつがいであってもエコロジカルトラッ
プに陥ることは、繁殖成功率の低下を通じて
個体群の絶滅へと導く危険性がある。 
 

以上より、近年やんばる地域で大量発生して
いるリュウキュウマツ枯死木がノグチゲラ
の営巣活動に対してエコロジカルトラップ
として作用していることが予測され、その影
響を検証し評価することは、絶滅危惧種であ
る本種の保全上重要であるとともに、日本の
森林に大きな被害を与えているマツ材線虫
病による在来生態系への影響を理解する上
で重要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
（１）ノグチゲラによるリュウキュウマツ枯
死木の利用実態の把握 
マツ材線虫病の被害地域を踏査し、ノグチ

ゲラの営巣木を探索する。発見した営巣木を
観察し、繁殖成功率を調べ、巣立ち後に巣木
及び、巣周辺の環境調査を実施する。 
 
（２）「エコロジカルトラップ」の検証 

エコロジカルトラップの検証のため、ノグ
チゲラによるリュウキュウマツ枯死木への
選好性と、営巣木として利用した結果、繁殖
成功率や生存率が低下するかどうかを証明
するため、以下の２項目について明らかにす
る。 
①リュウキュウマツ枯死木への選好性の検
証 
営巣木およびその周辺の植生調査を行い、

営巣に利用された樹木と比較することによ
り、リュウキュウマツ枯死木がノグチゲラの
営巣木として選好されているかを検証する。
営巣木の条件として、特に巣穴の掘りやすさ
と関係する樹木の硬さに着目して調査を行
う。 

 
②リュウキュウマツ枯死木を利用したノグ
チゲラの繁殖成績の評価 

リュウキュウマツ枯死木に営巣した事例
と、これまで蓄積してきた自然林におけるリ
ュウキュウマツ枯死木以外の営巣データと
の比較を行い、リュウキュウマツ枯死木でノ
グチゲラの繁殖成功率が低下しているかを
定量的に明らかにする。加えて、繁殖成功率
に関係する営巣木の特徴を明らかにし、繁殖
失敗要因を解明する。 



 
３．研究の方法 

 
（１） マツ材線虫病発生地域におけるノ
グチゲラの営巣状況 

 やんばる地域におけるマツ材線虫病の被
害発生地域を踏査し、ノグチゲラの営巣木の
探索を行う。被害発生地域の把握は、沖縄県
などが実施するマツ材線虫病の防除事業の
ための基礎データなどを参照して効率よく
実施する。ノグチゲラの巣木の探索は、森林
内を踏査し、成鳥の追跡、巣穴を掘る啄木音
や、雛の声を頼りに行った。ここでは、少な
くとも産卵が確認された巣を営巣木とした。 
 
（２）リュウキュウマツ枯死木を利用したノ
グチゲラの繁殖成績 
 ノグチゲラの繁殖期に森林内を踏査し、営
巣中のノグチゲラの巣を探索し、発見したノ
グチゲラの営巣木を観察し、繁殖成績（産卵
数、巣立ちヒナ数、繁殖成功）に関するデー
タを収集する。繁殖成績の把握のためにはノ
グチゲラの巣穴内部の観察を行う必要があ
る。観察に当たっては、絶滅危惧種である本
種の繁殖への調査による影響を極力排除す
るため、樹洞営巣性鳥類の巣内を観察するた
めに特別に開発された樹洞内観察装置を利
用する。捕食による繁殖失敗の場合、捕食者
を特定する必要がある。ビデオカメラと自動
撮影装置を用いた調査を実施することによ
り、効率的に捕食者を特定する。 
 
（３）ノグチゲラ営巣木の特徴と営巣木周囲
の植生調査 

ノグチゲラの巣立ち後、営巣木の特徴（胸
高直径、巣位置直径、巣の高さ、巣口の方向、
樹高、木の状態、巣の立地、巣木内部の硬さ）
について計測を行う。 

営巣木の特徴のうち、巣木内部の硬さにつ
いては、電柱や街路樹の内部腐朽を検出する
ために開発されたレジストグラフを使用す
る。これまでの申請者らの研究により、キツ
ツキ類の営巣木内部の硬さ変異の評価手法
として、レジストグラフの有効性が確かめら
れている。 

営巣木周囲に植生調査プロットを設定し、
ノグチゲラが営巣に利用可能な胸高直径
20cm以上の全ての樹木について、営巣木の特
徴と同様の項目を計測する。選択された営巣
木の特徴、種構成と、営巣木周囲の利用可能
な樹木との比較を行うことにより、リュウキ
ュウマツ枯死木への選択性について明らか
にする。 
 
４．研究成果 

①リュウキュウマツ枯死木への選好性の検証 

 ノグチゲラの営巣木周辺の樹種構成と

営巣木の樹種構成を比較した結果、ノグチゲ
ラの営巣木に占めるリュウキュウマツ枯死
木の割合は有意に高かった。ノグチゲラが営
巣可能な太さに成長した人工植栽されたマ
ツが、マツ材線虫病に罹病し枯死した材は、
サイズ、造巣コストの両面からノグチゲラに
とって選好されているものと考えられた。 
木材の腐朽状況を試験するための試験器

（レジストグラフ）を用いた営巣木の強度試
験を行ったところ、リュウキュウマツ枯死木
の営巣木では、樹幹表面から内部まで一貫し
て柔らかく腐朽が進行した状態であった。い
っぽうノグチゲラの一般的な営巣木である
スダジイの生立木の場合は、心材部分が腐朽
し、辺材部は健全で硬い状態の巣が多くみら
れた。 
キツツキ類は、心材部が腐朽した部位に依

存して営巣することが報告されている。また、
キツツキに類にとって造巣のコストは大き
く、巣部の硬さが営巣木選択の重要な要素と
なることが知られている。スダジイ生立木の
営巣木は、巣穴の縦穴部分を掘り込む心材部
が腐朽しているため、造巣コストは低いが、
辺材部が健全なため、風や捕食者による巣の
倒壊や破壊の危険性が低いと考えられる。リ
ュウキュマツ枯死木の場合は、巣部の材全体
が腐朽していることから、巣穴を掘ることは
容易であるものの、倒壊や捕食者によって破
壊される危険性が高いと考えられた。 
 

②リュウキュウマツ枯死木を利用したノグチ

ゲラの繁殖成績の評価 

 営巣木のタイプ（樹種・枯死状況）別に巣
立ち成功率をとりまとめた結果、リュウキュ
ウマツ枯死木に営巣した場合の巣立ち成功
率は 60%（15例中 6例失敗）で、一般的な営
巣木であるスダジイの生立木に営巣した場
合の 96%（27例中 1例失敗）と比較して有意
に低かった。繁殖失敗事例の半分は、営巣中
の巣木の倒壊（写真 1）、ハシブトガラスによ
る巣部の破壊による放棄など、巣木の強度不
足が原因と考えられるものだった。 

写真 1. リュウキュウマツ枯死木に掘られ
倒壊したノグチゲラの営巣木． 
 

巣穴入り口 



 亜熱帯の森林では、温暖湿潤で木材腐朽菌
の活動が活発であると考えられること、また、
シロアリ類による木材の劣化が激しいこと
から、リュウキュウマツ枯死木は強度が低く、
ノグチゲラにとっては質の低いハビタット
であると考えられる。 
 エコロジカルトラップとは、「急激な人為
的環境改変によって、ある生物が、質の高い
ハビタットがあるにも関わらず、以前は信頼
性の高かった環境指標に基づいて適応的で
はないハビタットを選択してしまうこと」で
ある。本研究により、人工植栽と侵入病害で
あるマツ材線虫病により発生したマツ枯死
木は、ノグチゲラにとってエコロジカルトラ
ップとして作用していることが示唆された。
個体レベルで見た場合、繁殖成功率の低いエ
コロジカルトラップとして作用していると
考えられるが、造巣が容易な営巣木であるリ
ュウキュウマツ枯死木は、かつてノグチゲラ
が局所絶滅した人工林などへの分布拡大を
促進する可能性を持つと考えられる。今後は、
リュウキュウマツ人工林における枯死木の
発生が、ノグチゲラ個体群の分布変化に与え
る影響をランドスケープレベルで評価する
必要がある。 
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